
デジタル関連（５Ｇ、スマートシティ分野を含む）の実装動向等（調査票） 

【回答自治体：熊本県】 

事業名 くまもとＤＸ推進コンソーシアム 

実施期間 令和４年（２０２２年）４月～ 

概要 

・令和４年２月に策定した「くまもとＤＸグランドデザイン」の具体化及び産学官によ

る「共創」の場として、「くまもとＤＸ推進コンソーシアム」を設立。【参考資料１】 

・コンソーシアムでは、主に以下の４点について活動を実施。 

①「くまもとＤＸグランドデザイン」のビジョン実現に向けた機運の醸成 

 ・イベントやセミナーの実施【参考資料２】 

②ＤＸに関する情報発信や会員間での情報交換 

 ・ＤＸに関する情報発信 

 ・ＤＸの取組み事例の紹介 

 ・情報交換やノウハウ共有の促進 

 ・情報提供・交換のためのプラットフォーム運営 

③具体的なプロジェクトの推進 

 ・公募型実証プロジェクト【参考資料３】 

 ・大学及び専門学校での人材育成プロジェクト 

 ・スマートシティ等連携プロジェクト 等 

④その他コンソーシアムの目的を達成するために必要な活動 

 

デジタル関連（５Ｇ、スマートシティ分野を含む）の実装動向等（調査票） 

【回答自治体：熊本県】 

事業名 スマートシティ等連携プロジェクト 

実施期間 令和４年（２０２２年）１月～ 

概要 

熊本県内でスーパーシティ、スマートシティに取組む自治体、及びデジタル技術を活

用した施策を展開する自治体の取組みについて、効果的な実現のために相互の情報共有

等を行っていく。また、各自治体が実施する事業の根底をなす、データの収集と提供の

基盤である「データ連携基盤」のあり方を研究する。 

       

・令和４年１月 各市担当課と県において顔合わせ、施策の紹介 

・令和４年６月 県下共通のデータ連携基盤の検討について、方向性・進め方を議論 



ＩｏＴ関連（５Ｇ、スマートシティ分野を含む）の実装動向等（調査票） 

【回答自治体：熊本県】 

 

 
 
 
 
 
 
 
概 要 

 
 
 
 
 
 

【R3実施状況】 
・２/２２に「くまもと DX 推進セミナー（オンライン）」を実施。８７名参加。 
【R4取組み予定】 
・同様の趣旨のセミナーを企画・開催予定。 

③ＩｏＴ導入モデル企業支援事業（Ｈ３０～）                    
【概要】 
・IoT 導入を目指す県内企業を募集し、地元 IT ベンダーとのマッチング相談会を開催。 
・マッチングした企業に対して、産業技術センターが必要に応じた技術支援を実施する。 
・本事業について導入事例の横展開を図るため、成果発表会の開催により事例の水平展開を行う。 
【R3実施状況】 
・②のセミナーと同時開催で、オンラインでのマッチング会を実施。 
【R4取組み予定】 
・セミナーや報告会等を通じた導入事例の横展開。 
・マッチング相談会を通じた新たなモデル企業づくり。 

④ＩｏＴ導入計画策定補助金（Ｒ２～）                       
【概要】 
・生産性向上や製品・サービスの高付加価値化（ＤＸ）などを目的とした、ＩｏＴ等のデジタル
技術導入に向けた導入計画の策定・検討に関する取組みに対する補助を行う。 

・補助率 1／2、補助上限額 100 万円 
【R3実施状況】 
下記の５件を採択 

事 業 名 熊本県におけるＩｏＴ関連施策の取組状況（「第４次産業革命推進事業」等） 
実施期間  
 

 
 
 
 
 
 
 

概 要 
 
 
 
 
 
 
 

・熊本県では、ＩｏＴ関連施策として、ＩｏＴ等技術に関する普及啓発、導入モデルの形成、技術財
政支援等、県内企業のフェーズに応じた支援を行っている。 

・特にここでは、令和 3 年度の実施状況及び令和４年度におけるＩｏＴ等技術の実装支援に関する取
組みについて記載する。 

①導入支援チーム派遣事業（Ｒ２～）                        
【概要】 
・地場中小企業へ対してＩｏＴ等の先端技術に長けた専門家チームを派遣し、個々の企業現場におけ
る課題の発見、そして、その課題に対する解決策（主にＩｏＴ等の先端ツールを活用）の提案を行
うなど、現場での改善指導を中心とした伴走型支援を行う。 

【R3 実施状況】 
・県内企業７社程度に対し、支援チームによる伴走型支援を実施。 
・新たな支援先企業の新規開拓に向けて、県内企業へのアンケート調査を実施。 
【R4 取組み予定】 
・R３年度に支援を行った企業への継続的なフォロー。 
・新たな支援先企業の調査、当該企業への支援。 

②普及啓発ｾﾐﾅｰ（Ｒ２～）                           
【概要】 
・ＩｏＴ等技術を活用して生産性向上や新たな事業展開（DX）を実現している県内事業者のモデルケ
ースを情報発信することで、県内企業のデジタル化機運の醸成を目指す 



概 要 

・デジタル技術を活用した「熊本県産野菜・果実」の受注業務における生産性の向上及び DX推
進による県産品の販路拡大

・「熊本県産野菜・果物」のピッキング業務におけるペーパーレス化推進及び生産性向上 
・デジタル技術を活用した本社事務作業の効率化及び DX推進による販路拡大
・就労支援を活用した冷凍食品製造における作業指示システム開発・大葉選別データのＩｏＴ活
用クラウド型集積及び遠隔解析技術開発に係るＩｏＴ技術の導入

【R4取組み予定】 
・同様に実施予定

⑤地域未来投資促進事業補助金（Ｈ２９～）
【概要】
・地域未来投資促進法に基づく地域経済牽引事業計画の承認を受けた事業者が行う、第 4次産業
革命産業分野に係る設備投資への補助を行う。
・補助率 1／2、補助上限額 4,000万円
【R３実施状況】 
下記の４件を採択 
・IoT を活用した実験動物の行動解析システムの開発事業
・IoT /AI/ロボットを活用した『次世代水産養殖システム』の協創
・スマートインダストリー化に向けたシステム導入
・AI・IoTを活用した「スマートファクトリーシステム」の開発と販路開拓事業
【R4年度取組み予定】
・同様に実施予定

⑥ものづくり産業等デジタル化推進補助金（Ｒ３～）
【概要】
・新型コロナウイルス感染症により業績が落ち込んだ県内企業に対し、生産現場でのデジタル化
に必要な機器整備に対する補助を行う。

・補助率２／３、補助上限額５00 万円

概 要 

【R3実施状況】 
下記の１２件を採択 
・製造現場におけるワイドエリア三次元測定機の導入
・UV-LEDデジタルプリンター導入による紙パッケージサンプルの内製化・CAD／CAM 導入に
よるデジタル化及び業務の合理化
・生産管理システム導入による作業効率の向上
・設計部門のデジタル化と設計・製造・管理のデジタル連携
・本年度、新事業として制御盤製作事業を開始し、DX 化の一環として EPLAN（制御盤設計 CAD）
を導入 

・生産現場の生産性向上に伴う外観検査のＡＩ化
・稼働傾向管理システムの導入による生産設備の状況の可視化および最適な管理による生産向上
・業務クラウドシステム導入と RPA システム導入による業務効率化
・３DCAD・ロボットティーチングソフト導入による装置生産の効率化
・クラウド型販売管理システムの導入
・三次元測定機の導入による品質管理業務の効率化
【R4取組み予定】
・同様に実施予定

⑦くまもと地場産業デジタル化推進補助金（Ｒ４～）
【概要】
・デジタル技術の導入を検討している県内中小企業に対してそれらデジタル機器の整備に対する
補助を行う。また、当該デジタル技術を活用した製品の開発に対しても補助を行う。
・補助率２／３、補助上限額５00 万円
【R４取組み予定】
４件程度採択予定
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くまもとＤＸグランドデザインで描くビジョンの実現に向けた「共創」の場として、産・学・官が
連携しＤＸを推進していく枠組みとなる「くまもとＤＸ推進コンソーシアム」を設立しました。

目的

様々な組織がデジタル化及びＤＸへの理解を深め、自らが実践し、
共に学びあい、切磋琢磨し、様々な取組みを共創するなど、産・学・官
が連携していく枠組みで、くまもとのデジタル化及びＤＸへの取組みを
促すことを目的としています。

活動

（１）「くまもとＤＸグランドデザイン」のビジョン実現に向けた機運の醸成

（２）ＤＸに関する情報発信や会員間での情報交換

（３）具体的なプロジェクトの推進

（４）その他コンソーシアムの目的を達成するために必要な活動

会員

企業、組合、団体、教育機関、行政機関、金融機関等
・各組織では、部署単位（大学等では研究室単位）での参加も可能
・個人は個人事業主のみを対象

※暴力団やその団員、暴力団員と親密な関係を有するものや、政治的及び宗教的な
活動、 ネットワークビジネス勧誘等に利用しようとするものは入会できません。

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/26/132576.html
熊本県ホームページ

熊本県企画振興部 デジタル戦略局 デジタル戦略推進課 戦略推進班
Tel：096-333-2469 FAX：096-381-8211 Mail：dejisuishin@pref.kumamoto.lg.jp

イベント及びセミナー等

ＤＸに関する情報発信
ＤＸの取組み事例の紹介
情報交換やノウハウ共有の促進

公募型実証プロジェクト

情報提供・交換のためのプラットフォーム運営

大学及び専門学校での人材育成プロジェクト
スマートシティ等連携プロジェクト 等

無料

くまもとＤＸ推進コンソーシアム

会費

入会受付

その他 コンソーシアムの正式発足は6月を予定

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/26/132576.html




 

 

 

熊本県理事 兼 企画振興部デジタル戦略局長 小金丸 健 氏

ＤＸくまもと創生会議共同座長/九州旅客鉄道株式会社特別顧問 石原 進 氏 

熊本県企画振興部デジタル戦略局デジタル戦略監 妹尾 暁 氏 

パロアルトインサイト CEO/AI ビジネスデザイナー 石角 友愛 氏 

株式会社ヒサノ 代表取締役社長 久保 誠 氏 

             熊本商工会議所 経営支援部 推進役 植田 幸広 氏 

熊本県企画振興部デジタル戦略局デジタル戦略推進課長 受島 章太郎 氏 

 

（熊本城ホール ホームページより） 

 



熊本県企画振興部 デジタル戦略局 デジタル戦略推進課 戦略推進班
Tel：096-333-2469 FAX：096-381-8211
Mail：dejisuishin@pref.kumamoto.lg.jp

公募型実証事業
6/16募集開始

「くまもとＤＸグランドデザイン」で描くビジョンの実現に向けた７つの方向性に資する事業を公募します。

目的

熊本県のDXを強力に推進していくためは様々な組織がデジタル化及びＤＸへの
理解を深め、自らが実践していくことが求められます。
熊本県ではそのような社会課題の解決に向けたDXの取組みを応援いたします。
グランドデザインに基づく具体的な取組みを幅広く実施して頂き、またその取組み
の過程・結果をＤＸを志す組織へ広げていくため、実証事業を公募いたします。

内容
（４）事業規模（予算）

（２）対象事業（以下すべてを満たすもの）

（３）提案グループの条件（以下2点を満たす主体とする）

「くまもとＤＸグランドデザイン」ビジョン実現の方向性に資する実証事業委託業務

最大 500万円／件
※上記は1件あたりの予算規模であり、複数件採択を予定
また上記金額は１件あたりの県の委託上限額であり、委託先が実施する事業費を
制限するものではありません

①「くまもとDXグランドデザイン」に掲げた7つの方向性(※)の実現に資する取組み
②デジタル技術を活用した取組み
③複数の企業・団体による連携・共創の取組み（グループによる提案）

※製造業、農業、観光、健康福祉、防災、まちづくり、人材育成分野におけるＤＸ

くまもとＤＸ推進コンソーシアム ✕ 実証事業

入会

（１）事業名

①「くまもとDX推進コンソーシアム」の参加企業、団体からなるグループであること
②“課題を解決する企業・団体等”と”課題を提供する企業・団体等”からなるグループ
※詳細は裏面参照。委託契約は採択されたグループの代表企業・団体等と締結します

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/26/132576.html
熊本県ホームページ

（５）募集スケジュール

参加表明募集期間：2022年6月16日（木）～７月1日（金）
企画提案提出期限：2022年７月７日（木）
※詳細な募集要項は6月16日に県HPにて公開



提案グループ例②

「提案グループ」とは…
“課題を解決する企業・団体等”と”課題を提供する企業・団体等”
からなる共同体。グループ内で代表となる主体が応募を行う。

参加者Ａ

知見
ソリュー
ション

提案グループ例①

企業・団体・自治体等

課題を提供する主体

ＤＸの知見・ソリュー

ションをもつ主体

課題

地域課題解決
・

グランドデザイン
実現の方向性

課題

代表

参加者Ｂ

代表

参加者Ａ 参加者Ｃ

参加者Ｂ
企業・団体・自治体等

課題を提供する主体

ＤＸの知見をもつ主体
ＤＸの知見・ソリュー

ションをもつ主体

補足

デジタル技術
の活用

デジタル技術
の活用

連 携

知見
ソリュー
ション

知見




